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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

上方に向かってオーバーハング状に伸びており、表面にはポストラーバや稚エビがその成

長に合わせて棲み替えるための直径（Ｄ）と奥行き（Ｌ）で表現されるサイズの異なる凹

部をそれぞれ複数個穿ってある側壁を１面以上有する本体部を、該本体部の底面よりも広

い表面を有する基盤部の上に載置してあるイセエビ用の増殖礁。

【請求項２】

本体部の側壁表面の凹部の全部又は一部を、側壁の表面に対して直交するように穿ってあ

る請求項１に記載のイセエビ用の増殖礁。

【請求項３】

本体部の側壁表面には、ポストラーバや稚エビの生育段階に応じて以下に定めてある８段

階の直径と奥行きの凹部を、１側壁ごとに８段階の凹部の全部をサイズの小さい凹部ほど

数が多くなるようにランダムに配設してある請求項１又は２に記載のイセエビ用の増殖礁

。

　　１段階の直径　　８～１２ｍｍ、奥行き　２２～３５ｍｍ

　　２段階の直径　１２～１５ｍｍ、奥行き　３５～４０ｍｍ

　　３段階の直径　１５～１７ｍｍ、奥行き　４０～４７ｍｍ

　　４段階の直径　１７～２１ｍｍ、奥行き　４７～５５ｍｍ

　　５段階の直径　２１～２４ｍｍ、奥行き　５５～６４ｍｍ

　　６段階の直径　２４～２９ｍｍ、奥行き　６４～７８ｍｍ
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　 　 ７ 段 階 の 直 径 　 ２ ９ ～ ３ ６ ｍ ｍ 、 奥 行 き 　 ７ ８ ～ ９ ４ ｍ ｍ

　 　 ８ 段 階 の 直 径 　 ３ ６ ～ ４ ６ ｍ ｍ 、 奥 行 き 　 ９ ４ ～ １ ３ １ ｍ ｍ

　 　 　 （ 各 寸 法 範 囲 に 上 限 値 は 含 ま れ な い ）

【 請 求 項 ４ 】

請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 を 水 深 ２ ０ ｍ 以 浅 の 海 藻 群 落 中 又

は そ の 周 辺 の 海 底 に 年 間 を 通 し て 設 置 し 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ を 棲 み つ か せ る イ セ エ ビ

用 増 殖 礁 の 設 置 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 と そ の 設 置 方 法 に 関 す る 。 詳 し く は 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚

エ ビ が 安 全 に 棲 み つ き 、 成 長 で き る イ セ エ ビ 用 の 人 工 増 殖 礁 と そ の 人 工 増 殖 礁 を 用 い て イ

セ エ ビ の 増 殖 を 促 進 す る た め の 設 置 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 の イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 は 、 一 抱 え ほ ど の 天 然 石 を 積 み 重 ね て 設 置 す る 投 石 礁 や ス リ

ッ ト 様 の 隙 間 を 備 え た ブ ロ ッ ク 状 の も の が 多 く 、 こ れ ら に 人 工 海 藻 を 組 み 合 わ せ た タ イ プ

の も の も 考 案 さ れ て い る 。 し か し 、 そ の 後 の 研 究 に よ っ て 、 ポ ス ト ラ ー バ や 小 型 の 稚 エ ビ

は 、 石 と 石 の 隙 間 や ス リ ッ ト 様 の 隙 間 で は な く 、 シ リ ン ダ ー 様 の 小 さ な 凹 部 に 棲 み つ く こ

と や 、 海 藻 に 棲 み つ く 稚 エ ビ は 凹 部 に 比 べ て 少 な い こ と が 判 明 し て い る 。 そ の た め 、 有 効

な イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 の 開 発 が 期 待 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 イ セ エ ビ は 、 フ ィ ロ ソ ー マ 幼 生 、 ポ ス ト ラ ー バ （ プ エ ル ル ス と も 呼 ば れ て い る 。 ） 、 稚

エ ビ 、 親 エ ビ と い う 順 で 成 長 す る 。 こ の う ち 、 ポ ス ト ラ ー バ 以 降 は 、 親 エ ビ と 同 じ よ う に

海 底 を 歩 い て 生 活 す る 。 ポ ス ト ラ ー バ は 、 そ の 前 半 は プ ラ ン ク ト ン と し て 海 中 を 漂 っ て い

る が 、 そ の 後 半 に 海 底 に 降 り る 。 こ の ポ ス ト ラ ー バ が 最 初 に ど こ へ 着 底 す る の か （ す な わ

ち 、 日 中 ど こ に 隠 れ る の か ） に つ い て は 、 長 年 の 間 誤 解 さ れ て い た 。 す な わ ち 、 テ ン グ サ

を 刈 り 取 る と 稀 に ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が 混 じ っ て い る こ と が あ る た め 、 従 来 は 、 テ ン グ

サ の よ う な 小 型 の 海 藻 に 隠 れ る の で あ ろ う と 推 測 さ れ て い た 。 そ の た め 、 上 記 の と お り 、

人 工 海 藻 を 取 り 付 け た 魚 礁 が 考 案 さ れ た 。 し か し 、 海 藻 を 隠 れ 場 と す る ポ ス ト ラ ー バ や 稚

エ ビ は 少 な く 、 そ の 近 傍 の 岩 礁 表 面 の 凹 部 に 隠 れ る も の が 圧 倒 的 に 多 い こ と が 明 ら か に さ

れ た 。 さ ら に 、 人 工 海 藻 の 稚 エ ビ 索 餌 場 と し て の 機 能 は 確 認 さ れ て い な い 上 、 ナ イ ロ ン な

ど で 作 っ た 人 工 海 藻 は 頻 繁 に 交 換 し な け れ ば な ら ず 、 維 持 が 難 し く 、 海 洋 ゴ ミ の 問 題 を も

た ら す 可 能 性 も あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 イ セ エ ビ 資 源 の 確 保 や 増 殖 に は 、 特 に 、 産 卵 後 、 沖 合 か ら 沿 岸 に 戻 っ て く る 最 初 の 段 階

で あ る ポ ス ト ラ ー バ を た く さ ん 着 底 さ せ ら れ る か ど う か が 重 要 で あ る 。 従 来 の イ セ エ ビ 用

の 増 殖 礁 は 、 ポ ス ト ラ ー バ の 着 底 ・ 生 息 場 所 に 関 す る 知 見 が 十 分 で は な か っ た 時 代 に 考 案

さ れ た も の で あ り 、 当 然 な が ら ポ ス ト ラ ー バ に 有 効 な 環 境 条 件 を 十 分 に 反 映 さ せ る こ と が

で き な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 者 ら は 、 数 多 く の 潜 水 調 査 や 種 々 の 試 験 研 究 の 結 果 、 ポ ス ト ラ ー バ は 孔 に 隠 れ 、

孔 の 周 り の 海 藻 を 餌 場 と し て 利 用 す る こ と を 初 め て 解 明 し た 。 す な わ ち 、 親 エ ビ は 、 よ く

知 ら れ て い る よ う に 、 岩 の 隙 間 や 岩 棚 な ど 、 孔 よ り も や や 開 放 的 な 場 所 を 好 む が 、 ポ ス ト

ラ ー バ や 稚 エ ビ は 、 そ の 体 が ぴ っ た り 入 る 程 度 の 孔 を 好 む こ と 、 そ し て 、 ヤ ド カ リ の よ う

に 、 脱 皮 し て 大 き な 稚 エ ビ に 成 長 す る た び に 、 よ り 大 き な 孔 （ よ り 大 き く て 体 が ぴ っ た り

入 る 孔 ） に 移 動 す る 習 性 を ポ ス ト ラ ー バ の と き か ら 有 す る こ と が 、 本 発 明 者 ら の 研 究 に よ

っ て 明 ら か と な っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

10

20

30

40

50



(3) JP  4998877  B2  2012.8.15

　 ポ ス ト ラ ー バ の 着 底 は 、 そ れ が 浮 遊 ・ 遊 泳 し て 沖 合 か ら 来 遊 し 、 岩 礁 に 生 え て い る 海 藻

類 を 感 知 し て そ れ に し が み つ く こ と で 始 ま る 。 海 藻 に し が み つ い た ポ ス ト ラ ー バ は 、 そ の

後 海 藻 の 周 辺 に 点 在 す る 孔 を 探 し 出 し 、 こ れ に 入 居 す る こ と で 外 敵 か ら 身 を 守 り 、 安 全 を

確 保 す る 。 稚 エ ビ に 成 長 し た 後 も 、 脱 皮 ご と に 、 よ り 大 き な 孔 を 探 し 出 し て こ れ に 移 り 棲

む こ と で 外 敵 に 襲 わ れ る 危 険 を 回 避 し 、 か つ 、 夜 間 は 孔 の 近 く に あ る 海 藻 類 の 上 に 登 っ て

餌 を あ さ る 。 こ の よ う に 、 着 底 場 と 餌 場 を 兼 ね た 海 藻 と 、 隠 れ 場 と な り 成 育 段 階 に 応 じ た

適 切 な サ イ ズ の 孔 の 存 在 が イ セ エ ビ の 成 育 場 の 条 件 と し て 必 要 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ れ ら ２ つ の 環 境 条 件 （ 孔 と 海 藻 ） を 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が そ れ ら を 探 し 出 す の に

時 間 を 要 し な い ほ ど 潤 沢 に 、 近 い 場 所 に ま と め て 提 供 し て や る こ と で 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚

エ ビ を た く さ ん 集 め た り 、 そ れ ら の 生 き 残 り 率 を 高 め る こ と が 可 能 に な る も の と 考 え ら れ

る 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ９ － １ ４ ６ ５ ２ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ２ － ７ ２ ８ １ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ３ － ２ ７ ７ ２ ２ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ４ － ３ １ ６ ４ ３ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 ５ － ２ １ ９ ８ ５ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 平 ６ － １ ４ ６ ７ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 平 ７ － １ ７ ７ ８ ３ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 平 ９ － ２ ８ ２ ３ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 ９ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ ４ １ ３ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 １ ０ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ５ ５ ０ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 １ １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ７ ３ ６ ６ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 １ ２ 】 実 開 昭 ６ ２ － ５ ７ ６ ７ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 １ ３ 】 実 開 平 ２ － ３ ６ ９ ６ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 １ ４ 】 実 開 平 ２ － １ ０ ０ ４ ５ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 １ ５ 】 実 開 平 ２ － １ １ ３ ９ ５ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 １ ６ 】 実 開 平 ７ － ７ ４ １ ３ 号 公 報

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 イ セ エ ビ の 人 工 増 殖 礁 に 関 し て 、 上 記 多 数 の 特 許 文 献 が あ る 。 し か し 、 イ セ エ ビ の 増 殖

に は ポ ス ト ラ ー バ を た く さ ん 着 底 さ せ る こ と が 重 要 で あ る と い う 認 識 や 、 ポ ス ト ラ ー バ を

着 底 さ せ る の に 適 し た 人 工 増 殖 礁 に 関 す る 発 明 は 、 こ れ ら の 文 献 に は 全 く 見 ら れ な い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 の 状 況 に 鑑 み 、 本 発 明 者 ら は 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が 必 要 と す る 環 境 を 、 自 然 環

境 よ り も 理 想 的 な 状 態 や 簡 略 化 し た 状 態 で 提 供 す る こ と に よ っ て 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ

の 着 底 と 生 息 を 促 し 、 イ セ エ ビ 資 源 の 増 大 を 実 現 す る こ と を 指 向 し 、 種 々 調 査 ・ 研 究 の 結

果 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が 安 全 に 着 底 し て 棲 み つ き 、 成 長 で き る 新 規 な イ セ エ

ビ 用 の 増 殖 礁 と そ の 増 殖 礁 を 用 い て イ セ エ ビ の 増 殖 を 促 進 す る 新 規 な 設 置 方 法 を 提 供 す る

こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の う ち 特 許 請 求 の 範 囲 ・ 請 求 項 １ に 記 載 す る 発 明 は 、

上 方 に 向 か っ て オ ー バ ー ハ ン グ 状 に 伸 び て お り 、 表 面 に は ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が そ の 成

長 に 合 わ せ て 棲 み 替 え る た め の サ イ ズ （ 直 径 と 奥 行 き ） の 異 な る 凹 部 を そ れ ぞ れ 複 数 個 穿

っ て あ る 側 壁 を １ 面 以 上 有 す る 本 体 部 を 、 該 本 体 部 の 底 面 よ り も 広 い 表 面 を 有 す る 基 盤 部

の 上 に 載 置 し て あ る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】

　 同 じ く 請 求 項 ２ に 記 載 す る 発 明 は 、 本 体 部 の 側 壁 表 面 の 凹 部 の 全 部 又 は 一 部 を 、 側 壁 の

表 面 に 対 し て 直 交 す る よ う に 穿 っ て あ る 請 求 項 １ に 記 載 の イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 同 じ く 請 求 項 ３ に 記 載 す る 発 明 は 、 本 体 部 の 側 壁 表 面 に は 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ

ビ の 生 育 段 階 に 応 じ て 表 １ に 定 め て あ る ８ 段 階 の サ イ ズ （ 直 径 と 奥 行 き ） の 凹 部 を 、 １ 側

壁 ご と に ８ 段 階 の 凹 部 の 全 部 を サ イ ズ の 小 さ い 凹 部 ほ ど 数 が 多 く な る よ う に ラ ン ダ ム に 配

設 し て あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 同 じ く 請 求 項 ４ に 記 載 す る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の イ セ エ ビ

用 の 増 殖 礁 を 水 深 ２ ０ ｍ 以 浅 の 海 藻 群 落 中 又 は そ の 周 辺 の 海 底 に 年 間 を 通 し て 設 置 し 、 ポ

ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ を 棲 み つ か せ る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 の 設 置 方 法 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 は 、 そ の 側 壁 の 表 面 を ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が 好 む 薄

暗 い 環 境 に し て あ り 、 か つ 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が そ の 成 長 に 応 じ て 体 を ぴ っ た り 入 れ

る こ と が 可 能 な 複 数 個 の 凹 部 （ 孔 ） を 備 え て い る と 共 に 、 餌 場 で あ る 海 藻 が 凹 部 の 近 く に

生 え る よ う に し て 、 隠 れ 場 と 餌 場 の 両 方 を 充 足 さ せ る よ う に し た の で 、 イ セ エ ビ が ポ ス ト

ラ ー バ の 段 階 か ら 安 全 に 棲 み つ い て 成 長 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る イ セ

エ ビ 用 の 増 殖 礁 は 、 最 も 弱 い 時 期 の イ セ エ ビ に 的 確 な 成 育 環 境 を 与 え 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚

エ ビ の 生 残 率 を 高 め る こ と に よ っ て 、 イ セ エ ビ 増 殖 の 重 要 な ポ イ ン ト を 十 分 に 満 足 さ せ 、

イ セ エ ビ の 増 殖 を 促 進 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 の 設 置 方 法 に よ れ ば 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が 長 期 間

棲 み つ く こ と が で き る の で 、 た く さ ん の 稚 エ ビ が 海 底 に 留 ま っ た り 、 生 き 残 っ て く れ る 。

す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 増 殖 礁 を 藻 場 又 は そ の 周 辺 に 年 間 を 通 し て 設 置 す る こ

と に よ っ て 、 藻 場 全 体 の 稚 エ ビ 密 度 や 生 息 数 を 増 や す こ と が で き る の で 、 海 底 面 を よ り 有

効 に 活 用 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 増 殖 礁 は 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が 求 め る 成 育 環 境 条 件 を 自 然

界 よ り も 拡 大 ・ 誇 張 し て 人 為 的 に 与 え る も の で 、 自 然 界 の 平 均 レ ベ ル を 越 え た 環 境 を 提 供

し 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ の 生 残 率 を 高 め る こ と に よ っ て イ セ エ ビ 資 源 を 増 大 さ せ る こ と

が 期 待 で き 、 イ セ エ ビ 漁 業 に 大 き く 貢 献 し 得 る も の で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 で 、 図 ２ ・ 図 ３ 以 外 の タ イ プ の 例 の 説 明 図 で

あ る 。 図 １ に お い て 、 上 方 の 図 は 増 殖 礁 の 本 体 部 の 側 壁 の 形 状 を 、 ま た 、 下 方 の 図 は 増 殖

礁 の 全 体 の 形 状 を 示 す も の で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 １ の イ セ エ ビ 用 の 増 殖

礁 の 構 造 ・ 形 状 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 １ の イ セ エ ビ 用 増 殖 礁 を 海

底 に 設 置 し た 以 後 の 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 体 部 と 基 盤 部 で 構 成

さ れ て い る 。 ま ず 、 本 体 部 の 構 造 に つ い て 説 明 す る と 、 本 体 部 は 、 通 常 の イ セ エ ビ 増 殖 礁

の と お り 、 コ ン ク リ － ト 材 な ど か ら な る ブ ロ ッ ク 状 の も の で あ っ て 、 上 方 に 向 か っ て オ ー

バ ー ハ ン グ 状 に 伸 び て い る 側 壁 を １ 面 以 上 備 え て い る こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 、 そ の 側 壁

の 表 面 に は 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が そ の 成 長 に 合 わ せ て 棲 み 替 え る た め の 、 サ イ ズ （ 直

径 と 奥 行 き ） の 異 な る 複 数 個 の 凹 部 （ 孔 ） を 穿 っ て あ る こ と が 必 要 で あ る 。 さ ら に 、 そ の

凹 部 の 全 部 又 は 一 部 は 、 側 壁 の 表 面 に 直 交 す る よ う に （ す な わ ち 、 側 壁 の 表 面 に 対 し て 垂

直 方 向 に ） 穿 っ て あ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 本 体 部 は 、 そ の 近 傍 に 海 藻 が 生 え る よ う

に 、 本 体 部 の 底 面 よ り も 広 い 表 面 を 有 す る 基 盤 部 上 に 載 置 す る こ と が 必 要 で あ る 。 な お 、
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側 壁 の 表 面 の 形 状 は 、 平 面 状 又 は 略 平 面 状 で あ る こ と が 好 ま し い が 、 必 ず し も こ れ ら に 限

定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 に お い て 、 本 体 部 の 側 壁 の １ 面 以 上 が 「 上 方 に 向 か っ

て オ ー バ ー ハ ン グ 状 に 伸 び て い る 」 と は 、 側 壁 の １ 面 な い し 全 面 に つ い て 、 そ の 上 縁 が 下

縁 よ り も 前 方 に 張 り 出 す よ う に 形 成 す る こ と で あ る 。 な お 、 側 壁 の 傾 き 角 度 は 、 基 盤 部 の

表 面 に 対 し て お よ そ ４ ０ 度 以 上 と す る こ と が 好 ま し い 。 換 言 す れ ば 、 本 体 部 の 側 壁 が 「 オ

ー バ ー ハ ン グ 状 に 伸 び て い る 」 と は 、 本 体 部 の 底 面 に 対 し て そ の 頂 面 （ 天 井 ） の 面 積 が 広

く な る よ う に 側 壁 を 形 成 す る こ と で あ る 。 例 え ば 、 図 １ の 下 方 に 「 全 体 の 形 状 」 と し て 示

す ３ つ の 増 殖 礁 の 本 体 部 の 形 状 は 、 い ず れ も 本 発 明 で い う 「 上 方 に 向 か っ て オ ー バ ー ハ ン

グ 状 に 伸 び て い る 側 壁 」 の 範 疇 に 含 ま れ る 。 ま た 、 側 壁 の 形 状 は 、 図 １ の 上 方 の 各 図 に 例

示 す る よ う に 、 平 板 状 、 逆 階 段 状 、 局 面 状 な ど で あ っ て も 差 し 支 え な い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 に お い て 、 本 体 部 の 側 壁 を 「 上 方 に 向 か っ て オ ー バ ー ハ ン グ 状 に 伸 び て い る 」 よ

う に 形 成 す る 理 由 は 、 オ ー バ ー ハ ン グ 状 に 形 成 す る こ と に よ っ て 、 そ の 側 壁 を ポ ス ト ラ ー

バ や 稚 エ ビ が 好 む 薄 暗 い 環 境 に す る た め で あ る 。 そ の た め 、 本 体 部 の 側 壁 を 上 方 に 向 か っ

て オ ー バ ー ハ ン グ 状 に 伸 び て い る よ う に 形 成 す る と 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が そ の 側 壁 に

集 ま っ て 来 や す く な る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 本 体 部 の 側 壁 の 凹 部 （ 孔 ） の 全 部 又 は 一 部 を 、 オ ー バ ー ハ ン グ

状 の 側 壁 の 表 面 に 直 交 す る よ う に 穿 つ 理 由 は 、 そ の よ う に 凹 部 を 穿 つ こ と に よ っ て 、 凹 部

が 斜 め 下 に 向 い て 開 口 す る こ と に な り 、 凹 部 の 内 部 に 傾 斜 が で き て 、 そ の 内 部 が 砂 泥 で 埋

没 す る 危 険 性 が 低 く な る か ら で あ る 。 す な わ ち 、 凹 部 を 上 記 の 構 造 に 形 成 す る と 、 凹 部 が

埋 没 し て 無 駄 に な る 危 険 性 が 少 な く な り 、 凹 部 の 機 能 を よ り 長 期 間 保 持 で き る 。 凹 部 を 側

壁 の 表 面 に 直 交 す る よ う に 穿 つ 例 は 、 図 １ の 上 方 の ５ つ の 図 に 示 し て あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 一 方 、 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 に お い て 、 基 盤 部 は 、 本 体 部 の 底 面 よ り も 広 い

表 面 を 有 す る と 共 に 、 そ の 表 面 に 本 体 部 を 載 置 し て あ る こ と が 必 要 で あ る 。 す な わ ち 、 基

盤 部 は 、 十 分 な 広 さ の 表 面 を 備 え 、 こ れ を 海 底 に 設 置 し た と き 、 そ の 表 面 に 稚 エ ビ の 餌 場

と な り 得 る 海 藻 が 生 え や す い よ う に す る 必 要 が あ る 。 な お 、 本 体 部 の 頂 面 は 、 側 壁 面 と の

コ ー ナ ー 付 近 の 強 度 確 保 が 主 な 役 割 で あ る が 、 こ こ に も 海 藻 が 生 え 、 稚 エ ビ の 餌 場 と な り

得 る 。 ま た 、 基 盤 部 の 表 面 は 、 平 面 状 又 は 略 平 面 状 で あ る こ と が 好 ま し い が 、 海 藻 が 生 育

で き る 限 り 、 必 ず し も そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 さ ら に 、 海 底 付 近 は 漂 砂 な ど の 影

響 で 海 藻 が 傷 み や す い の で 、 基 盤 部 は ３ ０ ｃ ｍ 以 上 の 厚 み （ 高 さ ） を 有 す る こ と が 好 ま し

い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 に お い て 、 本 体 部 の 側 壁 の 表 面 に は 、 ポ ス ト ラ ー バ や

稚 エ ビ が そ の 成 長 に 合 わ せ て 棲 み 替 え る た め の 、 サ イ ズ （ 直 径 と 奥 行 き ） の 異 な る 凹 部 を

そ れ ぞ れ 複 数 個 穿 っ て あ る 。 な お 、 凹 部 は 、 側 壁 の １ 面 に つ い て 、 サ イ ズ の 小 さ い 凹 部 ほ

ど 個 数 が 多 く な る よ う に ラ ン ダ ム に 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 好 ま し く は 、 側 壁 の

凹 部 は 、 表 １ に 示 す ８ 段 階 の サ イ ズ に 基 づ い て 各 側 壁 ご と に ８ 段 階 の サ イ ズ 全 部 を サ イ ズ

の 小 さ い 凹 部 ほ ど 個 数 が 多 く な る よ う に ラ ン ダ ム に 穿 っ て お く と よ い 。 ま た 、 凹 部 は 、 細

長 い 形 状 の も の で あ れ ば よ い が 、 略 円 筒 状 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 に お い て 、 孔 （ 凹 部 ） は 、 イ セ エ ビ が 外 敵 か ら 身 を 守 る た め の 必 要

不 可 欠 な 場 所 で あ る 。 夜 行 性 の イ セ エ ビ に と っ て 、 昼 間 を ど こ で ど う 過 ご す の か 、 そ れ に

よ っ て 食 わ れ た り 生 き 残 っ た り 、 明 暗 が 分 か れ る 。 不 的 確 な サ イ ズ の 孔 の 場 合 、 例 え ば 直

径 が 大 き 過 ぎ る と 、 魚 類 や シ ャ コ の よ う に 動 き 回 っ て 餌 を 探 す 生 物 に 襲 わ れ や す く な る 。

す な わ ち 、 体 と 孔 の 隙 間 が 広 い と 、 そ こ か ら 敵 が 侵 入 し や す く な る 。 そ の た め 、 ポ ス ト ラ

ー バ や 稚 エ ビ は 、 体 に ピ ッ タ リ 合 っ た サ イ ズ の 孔 に 身 を 隠 し 、 か つ 、 入 口 か ら ２ 本 の 大 き
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な ア ン テ ナ を 外 に 出 し て 、 そ れ に よ っ て 外 敵 を 探 知 し た り 追 い 払 う こ と で 生 き 残 る 確 率 を

高 く し て い る 。 天 然 の 海 で は 、 こ の 「 ピ ッ タ リ し た 孔 」 が 潤 沢 に あ る わ け で は な い 。 そ の

た め 、 外 敵 に 襲 わ れ や す い 大 き な 孔 や 、 孔 で は な く 石 の 下 の 隙 間 な ど に 潜 ん で い る イ セ エ

ビ も 見 か け る が 、 そ の エ ビ が 生 き 残 り 確 率 は 低 い も の と 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 イ セ エ ビ を

増 殖 す る に は 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ の 体 に ぴ っ た り と 合 っ て 外 敵 が 内 部 に 入 り に く い 孔

を た く さ ん 与 え 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ の 生 き 残 る 確 率 を 高 め て や る こ と が 大 切 で あ る 。

　

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 天 然 に は 、 そ も そ も こ の よ う な 孔 が た く さ ん あ る 岩 が 少 な く 、 ポ ス ト ラ ー バ か ら 順 次 脱

皮 す る ご と に 、 稚 エ ビ は 次 第 に 周 辺 に 散 ら ば っ て 行 く 。 そ の と き の 移 動 距 離 が 長 い ほ ど 外

敵 に 襲 わ れ る 危 険 が 高 く 、 死 亡 す る も の が 増 え る 。 ポ ス ト ラ ー バ と し て 最 初 に 棲 み つ い た

場 所 付 近 に 、 よ り 大 き な 孔 と 餌 場 が あ れ ば 、 移 動 距 離 は 短 く て 済 む の で 、 生 残 率 が 高 く な

る こ と が 期 待 で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 イ セ エ ビ は 幼 生 の 飼 育 が 難 し く 、 人 工 の 稚 イ セ エ ビ を 量 産 す る こ と は 困 難 で あ る 。 そ こ

で 、 イ セ エ ビ を 増 殖 す る た め に は 、 自 然 が 撒 い て く れ た イ セ エ ビ の 種 、 つ ま り は ポ ス ト ラ

ー バ を そ こ か ら 流 出 さ せ な い で 留 め 、 か つ 、 成 育 す る た め の 環 境 を 与 え る こ と が 大 切 で あ

る と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 次 に 、 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 の 好 ま し い 設 置 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 は 、 稚 エ ビ が 本 来 生 息 し て い る 場 所 で あ る 、 外 海 に 面

し た 海 藻 群 落 （ 藻 場 ） の 中 や そ の 周 辺 の 海 底 に 設 置 す る 。 そ の よ う に 設 置 す る こ と で 、 基

盤 部 の 表 面 や 本 体 部 の 頂 面 に 海 藻 を 生 や す こ と が 比 較 的 容 易 で あ る 。 設 置 水 深 は お よ そ ２

０ ｍ よ り も 浅 い 場 所 が 好 ま し い 。 ま た 、 本 体 部 が 壊 れ た り 、 移 動 ・ 転 倒 す る こ と を 回 避 す

る た め に 、 台 風 時 の 波 浪 の 影 響 を 受 け に く い 水 深 帯 に 設 置 す る こ と が 好 ま し い 。 し か し 、

磯 焼 け 地 帯 に 設 置 す る と 、 例 え ば 磯 焼 け の 持 続 要 因 が 濁 り に よ る 光 不 足 で あ り 、 増 殖 礁 の

高 さ に よ っ て こ の 問 題 が 解 決 で き る 場 合 を 除 い て 、 高 い 効 果 は 望 め な い 。 な お 、 一 度 設 置

し た ら 、 原 則 と し て 年 間 を 通 し て 使 用 し 、 移 動 は し な い 方 が よ い 。 た だ し 、 設 置 し た 後 に

海 藻 が 生 え な か っ た 場 合 は こ の 限 り で は な い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 下 、 表 １ を 作 成 し た 経 緯 と 作 成 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 発 明 者 ら は 、 イ セ エ ビ が 分 布 し て い る 主 な 海 域 で あ る 千 葉 県 、 静 岡 県 、 三 重 県 、 徳 島

県 、 長 崎 県 、 鹿 児 島 県 沖 に お い て 潜 水 調 査 を 実 施 し 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が 実 際 に 隠 れ

て い る 場 所 を 見 つ け だ し て は 、 そ の 凹 部 （ 孔 ） の サ イ ズ （ 直 径 と 奥 行 き ） と ポ ス ト ラ ー バ

や 稚 エ ビ の サ イ ズ を 測 定 し て 、 デ ー タ を 収 集 し て 図 ４ を 作 成 し た 。 図 ４ は 、 ポ ス ト ラ ー バ

や 稚 エ ビ の 甲 長 と そ れ ら が 隠 れ 場 と し て い た 凹 部 の サ イ ズ の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 本

発 明 者 ら は 、 こ の 図 ４ の デ ー タ を 用 い て 統 計 処 理 を 行 な い 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ の 棲 み

つ き に 最 適 と 考 え ら れ る ８ 段 階 の 凹 部 の サ イ ズ を 決 め て 、 表 １ を 作 成 し た 。 す な わ ち 、 表

１ に は 甲 長 約 ７ ｍ ｍ の ポ ス ト ラ ー バ か ら 甲 長 約 ３ ０ ｍ ｍ の 稚 エ ビ ま で に 適 用 で き る 凹 部 の

サ イ ズ が 示 し て あ る 。 表 １ は 、 例 え ば 、 段 階 １ の 凹 部 は 、 直 径 が ８ ｍ ｍ 以 上 で １ ２ ｍ ｍ 未

満 、 奥 行 き が ２ ２ ｍ ｍ 以 上 で ３ ５ ｍ ｍ 未 満 で あ る こ と 、 段 階 ２ の 凹 部 は 、 直 径 が １ ２ ｍ ｍ

以 上 で １ ５ ｍ ｍ 未 満 、 奥 行 き が ３ ５ ｍ ｍ 以 上 で ４ ０ ｍ ｍ 未 満 で あ る こ と を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 増 殖 礁 の 本 体 の 側 壁 表 面 に は 、 こ の 表 １ の 数 値 に 基 づ い て 側 壁

ご と に 凹 部 の 個 数 を 決 め 、 １ つ の 側 壁 に は ８ 段 階 の サ イ ズ の 凹 部 の 全 て を 小 さ い 凹 部 ほ ど

そ の 個 数 が 多 く な る よ う に ラ ン ダ ム に 配 置 し て や れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 既 知 の 情 報 に 本 発 明 者 ら の 研 究 を 加 え て 検 討 し た 結 果 、 本 発 明 者 ら は 、 イ セ エ ビ の 甲 長

と 第 １ 触 覚 の 節 の 数 と の 間 に は 特 定 の 関 係 が あ る こ と を 知 見 し 、 こ れ を 図 ５ に ま と め た 。

す な わ ち 、 図 ５ は 、 稚 エ ビ の 甲 長 と 第 １ 触 覚 の 節 の 数 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ５
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に お い て 、 記 号 の 種 類 が 各 脱 皮 令 （ 何 回 脱 皮 し た も の か ） を 表 し て い る 。 こ の 関 係 か ら 図

４ の 稚 エ ビ の 脱 皮 令 を 推 定 し 、 各 脱 皮 令 ご と に 利 用 凹 部 の 直 径 と 奥 行 き の 値 を 集 計 し 、 統

計 処 理 し た 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ５ の グ ラ フ を 、 先 に 求 め た 脱 皮 令 ご と に プ ロ ッ ト す る と 図 ６ と な る 。 図 ６ は 、 脱 皮 令

別 に 見 た 利 用 凹 部 の 直 径 （ 左 図 ） と 奥 行 き （ 右 図 ） を 示 す グ ラ フ で あ る 。 す な わ ち 、 図 ６

は 、 図 ４ を 図 ５ の 境 界 値 ご と に 集 約 し た も の で あ る 。 図 ６ に よ っ て 、 成 長 段 階 に 応 じ た 凹

部 の 選 択 サ イ ズ の 範 囲 が 明 ら か に な っ た 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ６ の 関 係 に 基 づ き 、 各 脱 皮 令 ご と の 凹 部 サ イ ズ の う ち 、 原 則 と し て 平 均 値 の 上 下 ９ ９

％ 信 頼 区 間 を 各 令 に 適 し た 凹 部 の サ イ ズ 範 囲 と し た 。 た だ し 、 例 え ば 、 第 ５ 令 の 上 限 値 と

第 ６ 令 の 下 限 値 の よ う に 、 隣 接 す る 令 間 で の 凹 部 サ イ ズ の 範 囲 が 重 複 す る 場 合 は 、 そ れ ぞ

れ の 中 間 値 を 境 界 値 と し て 算 出 し た 。 逆 に 、 第 ６ 令 の 上 限 値 と 第 ７ 令 の 下 限 値 の よ う に 範

囲 が 離 れ て 重 複 し な い 場 合 は 、 標 本 の 偏 り が 原 因 で あ る と 判 断 し 、 よ り 広 い 範 囲 を 適 用 し

て 確 実 性 を 確 保 す る た め に 、 や は り そ れ ら の 中 間 値 を 境 界 値 と し た 。 こ れ に よ っ て 得 ら れ

た 凹 部 の サ イ ズ 範 囲 を 表 １ に ま と め た 。

【 表 １ 】

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 以 下 、 実 施 例 に よ っ て 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 増 殖 礁 の 構 造 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。

　 図 ２ は 、 本 実 施 例 に 係 る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 の 構 造 ・ 形 状 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 ま た 、

図 ３ は 、 図 ２ の 増 殖 礁 を 海 底 に 設 置 し た 以 後 の 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、

１ は 、 本 体 部 ２ と 基 盤 部 ３ と で 構 成 し 、 本 体 部 ２ を 基 盤 部 ３ の 上 に 載 置 し た 状 態 で 海 底 に

設 置 す る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ２ に お い て 、 本 体 部 ２ は 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 材 か ら な り 、 高 さ １ ｍ で 、 ほ ぼ 平 面

状 の 頂 面 （ 天 井 ） 21を 有 し て い る 。 頂 面 21は １ ｍ × １ ｍ 程 度 の ほ ぼ 正 方 形 で あ り 、 底 面 22

は ０ ． ５ ｍ × １ ． ５ ｍ 程 度 の ほ ぼ 長 方 形 で あ る 。 本 体 部 ２ の 長 方 向 の 両 壁 面 23・ 23は 底 面

22か ら 上 方 に 向 か っ て オ ー バ ー ハ ン グ 状 に 伸 び て い る 。 逆 に 言 え ば 、 長 方 向 の 両 壁 面 23・

23は 頂 面 21か ら 約 ０ ． ２ ｍ 下 が っ た 位 置 か ら そ れ ぞ れ 下 窄 ま り 状 に 狭 く 形 成 し て あ る 。 短

方 向 の 壁 面 24・ 24は 基 盤 部 ３ に 向 か っ て ほ ぼ 垂 直 に 降 下 し て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 例 の

イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 １ で は 、 長 方 向 の 両 壁 面 23・ 23だ け を オ ー バ ー ハ ン グ 状 に 形 成 し て あ

る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ２ に お い て 、 基 盤 部 ３ は 、 本 体 部 ２ と 同 じ コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 材 か ら な り 、 高 さ が

約 ０ ． ３ ｍ で 長 さ １ ． ５ ｍ × 幅 １ ． ２ ｍ の ほ ぼ 長 板 形 状 で あ り 、 そ の 表 面 31の 中 央 に 本 体

部 ２ を 載 置 し て い る 。 な お 、 本 体 部 ２ と 基 盤 部 ３ は 一 体 的 に 形 成 し た も の で も 差 し 支 え な

い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 体 部 ２ の 側 壁 23と 同 24に は 、 そ の 一 面 一 面 に つ い て サ イ ズ （ 直 径

と 奥 行 き ） の 異 な る ８ 段 階 の 凹 部 （ 孔 ） が 、 小 さ い 凹 部 か ら そ の 個 数 が 多 く な る よ う に 、

し か し 、 そ の 位 置 は 全 く ラ ン ダ ム に 配 設 さ れ て い る 。 ８ 段 階 の 凹 部 は 表 １ に 基 づ い て 作 成

し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 な お 、 側 壁 23と 同 24の 凹 部 の 全 部 又 は 一 部 は 、 側 壁 23や 同 24の 表 面 に 対 し て 直 交 す る よ

う に 穿 つ こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 穿 つ こ と で 、 凹 部 が 斜 め 下 に 向 か っ て 開 口 す る こ と

に な り 、 凹 部 の 内 部 に 傾 斜 が で き て 、 そ の 内 部 に 砂 な ど が 溜 ま り に く く な る か ら で あ る 。

　

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 次 に 、 こ の イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 １ を 海 底 に 設 置 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

　 水 深 ２ ０ ｍ 以 浅 で 、 な る べ く 外 海 に 面 し て い る 藻 場 を 選 び 、 そ の 藻 場 の 中 央 に 本 実 施 例

の イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 １ を 設 置 す る 。 一 度 設 置 し た ら 、 年 間 を 通 じ て 設 置 し 続 け 、 移 動 は

し な い 方 が よ い 。 た だ し 、 設 置 後 に 海 藻 が 着 生 し な い 場 合 は 、 他 の 場 所 へ 移 動 す る こ と が

好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 設 置 後 し ば ら く 経 過 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 １ の 本 体 部 ２ の 頂

面 21や 基 盤 部 ３ の 表 面 31に は 海 藻 が た く さ ん 生 え て く る の で 、 本 増 殖 礁 １ は ポ ス ト ラ ー バ

や 稚 エ ビ の 絶 好 の 餌 場 と な る 。 そ の た め 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ が 集 ま っ て 来 て 本 体 部 ２

の 側 壁 23や 同 24に た ど り つ き 、 自 分 の 体 に ぴ っ た り 合 っ た 凹 部 を 探 し 出 し て そ の 凹 部 へ 入

り 込 み 、 棲 み つ く こ と に な る 。 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ は 、 日 中 は 凹 部 の 中 に 潜 ん で い て 、

周 囲 が 暗 く な る と 凹 部 か ら 出 て 、 海 藻 の 上 や 周 辺 部 に 生 息 す る 小 動 物 類 を あ さ る が 、 棲 み

つ い て い る 凹 部 の す ぐ 近 く に 海 藻 が た く さ ん 生 え て い る の で 、 海 藻 を あ さ る た め の 長 距 離

移 動 の 必 要 が な く 、 そ の 結 果 、 外 敵 に 襲 わ れ る リ ス ク が 少 な く な っ て 、 生 残 率 が い ち じ る

し く 高 く な る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ は 脱 皮 の 都 度 、 体 の サ イ ズ が 一 回 り 大 き く な る が 、 本 実 施 例 に 係

る 増 殖 礁 １ の 本 体 部 ２ に は 、 い ま 棲 ん で い る 凹 部 を 穿 っ て あ る 壁 面 に サ イ ズ の 異 な る ８ 段

階 の 凹 部 が ラ ン ダ ム に 配 置 さ れ て い る の で 、 脱 皮 し た ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ は 、 同 じ 壁 面

の 凹 部 の 中 か ら 自 分 の 体 に 合 っ た 凹 部 を 容 易 に 探 し 出 す こ と が で き 、 そ の 凹 部 へ た だ ち に

棲 み 替 え る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 い っ た ん 本 増 殖 礁 １ に 棲 み つ く と 、 凹 部 か ら 凹 部 へ

移 動 す る 距 離 が き わ め て 短 く て す む の で 、 移 動 の 際 に 外 敵 に 襲 わ れ る リ ス ク が い ち じ る し

く 少 な く な っ て 、 生 残 率 を 高 く 維 持 で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 以 上 、 詳 細 に 説 明 し た と お り 、 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 は 、 イ セ エ ビ の 成 育 に

必 要 な 餌 場 と 隠 れ 場 の 両 方 を 短 い 距 離 の 間 に 備 え て い る の で 、 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ の 定

着 を 促 進 す る だ け で な く 、 隠 れ 場 と 餌 場 を 移 動 す る 距 離 や 隠 れ 場 （ 凹 部 ） か ら 隠 れ 場 へ 移

動 す る 距 離 が 短 く て す み 、 さ ら に 本 体 部 や 基 盤 部 の 表 面 に 自 然 に 生 え る 海 藻 が 隠 れ 場 で あ

る 凹 部 を 覆 う こ と で 、 外 敵 に 襲 わ れ る リ ス ク が い ち じ る し く 少 な く な る 。 そ の 結 果 、 ポ ス

ト ラ ー バ や 稚 エ ビ の 生 残 率 が 大 幅 に 向 上 し 、 イ セ エ ビ の 増 殖 を 促 進 す る こ と が で き る 。 こ

の よ う に 、 本 発 明 は 、 イ セ エ ビ 資 源 の 確 保 に き わ め て 有 益 で あ り 、 ま さ に 画 期 的 な 発 明 で

あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ４ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る イ セ エ ビ 用 増 殖 礁 の 全 体 の 形 状 と 側 壁 及 び 凹 部 の 形 状 の 一 例 の 説 明

図 で あ る 。

【 図 ２ 】 実 施 例 １ の イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 の 構 造 ・ 形 状 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 実 施 例 １ の イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 を 海 底 に 設 置 し た 以 後 の 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る

。

【 図 ４ 】 ポ ス ト ラ ー バ や 稚 エ ビ の 甲 長 と そ れ ら が 隠 れ 場 と し て い た 凹 部 の サ イ ズ の 関 係 を

示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ５ 】 稚 エ ビ の 甲 長 と 第 １ 触 覚 の 節 の 数 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ６ 】 脱 皮 令 別 に 見 た 利 用 凹 部 の 直 径 （ 左 図 ） と 奥 行 き （ 右 図 ） を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ２ に お い て 、 １ は イ セ エ ビ 用 の 増 殖 礁 の 全 体 、 ２ は 本 体 部 、 ３ は 基 盤 部 を そ れ ぞ れ 示

す 。

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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